
令和５年度版            令和５年４月 14 日配布（9月 7日メール通知） 

警報発令時の対応について （※暴風、大雨、洪水警報） 

※朝６時に学校がある文京区に警報が出ている場合は休校です。 

※全校一斉メール、学校ホームページ掲載などの手段で家庭に連絡します。 

※居住地域の状況によって、安全が確保できないと保護者の方が判断された場合は、安全を

最優先して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大規模地震発生時の対応について 

 

※可能な範囲で、全校一斉メール、学校ホームページ掲載などの手段で家庭に連絡します。 

幼児・児童・生徒が 学校 にいる場合 

◇安全を確認し、保護者の迎えがあった人から帰宅をします。 

①幼児・児童・生徒は帰宅準備をして、保護者の迎えを待ちます。 

②担任は、保護者の迎えを確認し、現在の状況や交通機関などの安全を確認した上で帰

宅させます。 

 

 

幼児・児童・生徒が 家 にいる場合 

◇朝６時に学校がある文京区に警報が出ている場合は休校です。 

◇６時以降の在宅中に警報が出る可能性のある場合は一斉メール等で連絡します。 

 

幼児・児童・生徒が 登校中 の場合 

◇自宅に引き返すことが可能な場合は、帰宅します。 

◇登校途上で、自宅に引き返すことが困難な場合は、原則登校します。 

①まだ学校に着いていない幼児・児童・生徒については、家庭と連絡を取り、登校を

待ちます。必要に応じて体制を確認の上、捜索活動を行います。 

②登校後は、学校で待機をして保護者の迎えを待ちます。 

③担任は、保護者の迎えを確認し、現在の状況や交通機関などの安全を確認した上で

帰宅させます。 

 

幼児・児童・生徒が 下校中 の場合 

◇学校に引き返すことが可能な場合は、学校に戻り保護者の迎えを待ちます。 

◇下校途上で、学校に引き返すことが困難な場合は、原則下校します。 

①まだ自宅に着いていない幼児・児童・生徒については、家庭と連絡を取り、帰宅を待

ちます。必要に応じて体制を確認の上、捜索活動を行います。 

②帰宅を確認するまで、保護者と連絡を取り合います。 



震災発生時 

※迎えにくる途中やお迎え後の帰宅途中でも余震や交通機関の乱れが予想されますので、安

全を確認してから行動するように心がけて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害の発生により電話がつながりにくい状況になった場合に 

                ＮＴＴ東日本から提供されます。 

本校も災害の状況に応じて活用していきます。 

 

伝言確認方法  

電話 「１７１」→「２」→「０３-３８１３-５５６９」（学校代表電話番号） 

ウェブ「ｗｅｂ１７１」→「０３-３８１３-５５６９」（学校代表電話番号）→「確認」 

筑波大学附属大塚特別支援学校             電話 03-3813-5569 

幼児・児童・生徒が 学校 にいる場合 

①幼児・児童・生徒は、原則学校の安全な場所に避難します。 

②人員及び、負傷者の確認をします。 

③保護者への連絡（全校一斉メール等）、学校 HP で状況を伝えます。 

④学校で待機をして保護者の迎えを待ちます。 

⑤担任は、保護者の迎えを確認し、現在の状況や交通機関などの安全を確認した上

で帰宅させます。 

※保護者が迎えに来られない状況のとき 

◇安全を確保し、保護者の迎えがくるまで原則として学校で待機します。 

①安全な場所を確認し、待機場所を確保します。 

②非常食、防寒具、寝具の準備と配布をします。（※服薬も必要に応じて） 

③保護者が迎えに来るまでの間、幼児・児童・生徒の安全の確保と心のケアに 

努めます。 

④担任は、保護者の迎えを確認し、現在の状況や交通機関などの安全を確認した

上で帰宅させます。 

 

※お迎えを急ぐあまり危険な目に合われないように、保護者の方も安全に十分留

意し、落ち着いて行動して下さい。 

幼児・児童・生徒が 家にいる場合 登校中の場合 下校中の場合 

※原則として「警報発令時の対応」に準じます。 

 

 
災害用伝言ダイヤル１７１ 

災害用伝言板ｗｅｂ１７１ 


